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 人生には思いもよらぬことが起こります。

クリスチャンになったからといって、別に

自分の願いを神様がいつも叶えてくれて、

順風満帆な人生を送れるわけではありませ

ん。試練はありますし、人生の嵐と思える

ような出来事は起こります。 

 今月の聖書のことばに掲載したのは、イ

エス様が嵐を静められた時のことばです。

状況としては、イエス様と弟子たちはガリ

ラヤ湖で舟に乗っていました。目的地に向

かう途中、激しい突風が起こり、波が舟の

中にまで入ってきました。舟は水でいっぱ

いになったのです。イエス様の弟子の中に

は、ガリラヤ湖で漁師を営んでいた者たち

も 4 人いました。しかし、その経験豊富な

漁師たちであっても太刀打ちできない状況

でした。おそらく彼らは必死になって舟か

ら水を出そうとしていたことでしょう。 

では、この時、イエス様はどうしておら

れたのかと言いますと、船尾で枕をして眠

っておられたのです。突風が起こり、舟が

水でいっぱいになっている状況で、イエス

様はお疲れもあったのでしょうが、寝てお

られました。そこで弟子たちはイエス様に

言います。「先生。私たちが死んでも、かま

わないのですか」。少し冷静に考えますと、

死ぬのは同じ舟に乗っているイエス様も同

じはずですが、弟子たちはイエス様を非難

するかのような物言いをしました。この弟

子たちの非難する気持ちも理解できないわ

けではありません。必死に対処しているの

に、イエス様は寝ているのですから。ただ、

このイエス様の平安はどこから来ていたの

だろうか、ということも考えさせられます。

嵐の中で慌てふためく弟子たちと、寝てい

るイエス様。この描写は対照的です。イエ

ス様は、神様が共におられる平安の中にい

たのでしょうが、弟子たちは違ったようで

す。そして、この弟子たちの姿は、人生の嵐

に翻弄された時の私たち、いや、私にそっ

「イエスは起き上がって風を叱りつけ、湖に「黙

れ、静まれ」と言われた。すると風はやみ、すっ

かり凪になった。」【マルコの福音書 4 章 39節】 

 



くりです。私もイエス様に叫んでしまいま

す。 

 弟子たちは寝ているイエス様を起こした

わけですが、目覚めたイエス様が言われた

のが「黙れ、静まれ」でした。しかも、相手

は人間ではなく、風であり湖です。つまり、

自然です。その自然を相手にイエス様は叱

りつけたわけです。すると、暴れ回ってい

た小さな子どもが親に雷を落とされて静か

になるように、風はやみ、すっかり凪にな

りました。驚くべきことです。自然が言う

ことを聞いたのです。弟子たちはこう言っ

ています。「風や湖までが言うことを聞くと

は、いったいこの方はどなたなのだろうか。」

当然の疑問ではないでしょうか。今までに

見たことのない光景を彼らは目撃したので

す。これはイエス様には自然を治める権威

があることが証明された奇跡です。また、

旧約聖書では、それは神がなさることであ

ると教えられています。つまり、この奇跡

はイエス様が神であることが現された奇跡

なのです。 

 私たちの人生にも嵐は起こり、慌てふた

めくことがあります。しかし、このお方に

頼るならばこのお方が解決へと導いてくだ

さいます。そこで私たちに問われるのは、

イエス様には権威があり、全てを治める御

力を持っておられると信じることです。そ

うです！イエス様には権威があるのです。

全ての物の上に立たれるお方がイエス様で

す。ことば一つでもって嵐を静めることが

お出来になるのがイエス様です。このよう

なお方が他におられるでしょうか。ぜひこ

のイエス様に近づき、イエス様を求めて頂

きたいと心から願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝 10:30～12:00（予定）  教会学校 9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼 10:30～12:00  夜 19:30～21:00 

〇第 2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

教会福音讃美歌 443番に「人生の海の嵐に」

という曲があります。一部紹介しますと、1

番は次のような歌詞です。 

「人生の海の嵐に もまれ来しこの身も 

ふしぎなる神の手により 命びろいしぬ。

いと静けき港に着き われはいま安ろう。

救い主イエスの手にある身は いとも安し」 

人生には様々な嵐が吹き荒れますが、その

中にあって神の手によって守られ、平安の

中を歩ませて頂いたことが歌われていま

す。イエス様と共に歩む生涯は「救い主イエ

スの手にある身はいとも安し」と告白でき

る人生です。そのように告白できる人生を

歩んでいただきたいと心から願います。 


